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論 文 内 容 の 要 旨

著者は晩期妊娠中毒症患者の分娩時において脂質がいかに利用されるかを脂酸の運搬型非エステル塑脂

酸 (NEFA)と, 中間代謝物質ケ トン体 α- ケ トグルタール酸 (α-KGA)などの分娩直後における動態

から追求し以下の成績を得た｡

1) 正常妊婦に比べ中毒症妊婦では母体静脈血中において NEFA, ケ トン体はいずれも増加し, α-

KGAは逆に減少している｡

2) 胎盤続毛組織では正常妊婦に比し中毒症妊婦の場合で NEFA,α-KGAは減少し, ケ トン体は増

加している｡

3) 麟帯静脈血では正常妊婦に比し中毒症妊婦の場合ではケ トン体が増加し, α-KGAは減 少 し,

NEFAについては著差がなかった｡

4) 脂質を負荷した際, 母体静脈血では NEFA, ケ トン体において負荷による増加皮が中毒症妊婦で

高 く,α-KGAでは逆に低い｡ しかるに紙毛組織では負荷による増加度がNEFA,α-KGA共に正常妊

婦の場合において高 く, ケ トン体では中毒症妊婦の場合において高い｡ 隣帯静脈血で負荷による相違は何

れにおいても認められない｡

従って中毒症時の胎児は正常妊婦時の胎児に比し分娩時においてもケ トン体に富む環境にあることが明

なかになったのである｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

晩期妊娠中毒症 (軽症) 患者につき分娩前静脈血中NEFA, ケ トン体,α-KGA, 分娩後においても同

様に測定し, この際ではさらに贋静脈血, 胎盤紡毛組織についても同様に測定し, 以下の結果 を得 て い

る｡ すなわち中毒症妊婦では正常妊婦にくらべ母体静脈血では NEFA, ケ トン体は増加, α-KGAは減

少, 胎盤繊毛組織では NEFA,α-KGAは減少, ケ トン体は増加, 鰐静脈血では NEFA に著差がなか
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ったがケ トン体は増加,α-KGA は減少していた｡ 脂質を負荷するとなるほど母体静脈血では中毒症妊

婦においてNEFA, ケ トン体はよけいに増加し,α-KGAの増加は少なかったが, 繊毛組織ではケ トン体

のみの増加度が著明であり, NEFA,α-KGA の増加度はいずれも少ない｡ しかし麟静脈血では負荷に

よる変動は著明ではなかった｡ 以上の所見は要するに分娩時においても妊ノ娠中毒症胎児はケ トン体に富む

血液に栄養されていることを示唆していると思われる｡

本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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